
若
者
よ
！
海
外
建
設
工
事
に
も
挑
戦
し
て
み
よ
う
！

開
41

加
藤

武

海
外
経
験
豊
富
な
加
藤
氏
に
よ
る
�
工
事

の
契
約
・
履
行
お
よ
び
権
利
�
に
関
し
、

国
際
契
約
約
款（FID

IC

）等
に
よ
る【
ク

レ
ー
ム
と
は
何
か
】
が
わ
か
る
貴
重
な
経

験
談
で
す
。

私
は
60
歳
で
定
年
退
職
す
る
ま
で
、
国

内
工
事
に
は
通
算
６
年
、
残
り
31
年
は
海

外
工
事
部
門
で
し
た
。
国
内
工
事
で
は
専

ら
図
面
と
仕
様
書
に
従
い
施
工
を
進
め
、

問
題
が
起
き
れ
ば
発
注
者
・
請
負
者
協
議

の
上
、
解
決
し
て
ゆ
く
と
い
う
パ
タ
ー
ン

が
通
常
で
す
が
、
海
外
工
事
で
は
こ
れ
に

加
え
、
契
約
管
理
が
非
常
に
重
要
と
な
り

ま
す
。
こ
こ
で“T

he
Engineer”

が
登

場
し
ま
す
。
彼
は
発
注
者
に
雇
用
さ
れ
て

い
ま
す
が
、
問
題
解
決
に
は
公
正
な
決
定

Fair
determ

ination

を
下
す
義
務
を

負
っ
て
い
ま
す
。請
負
者
は
日
常
、問
題
が

起
こ
れ
ば
、契
約
書
の
重
要
な
一
部
で
あ
る

契
約
条
件
書Conditions

ofContract

に
従
い
、
通
知
文
書N

otice
letter

、
ク

レ
ー
ム
書
簡Claim

letter

（
い
わ
ゆ
る

苦
情
・
文
句
で
は
な
く
請
負
者
の
当
然
の

権
利
を
述
べ
た
書
簡
）を
提
出
し
、こ
れ
に

基
づ
き
協
議
し
て
い
き
ま
す
。
契
約
条
件

書
は
一
般
条
件
書General

Conditions

と
特
別
条
件
書Particular

Conditions

で
構
成
さ
れ
、
前
者
は
国
際
コ
ン
サ
ル

テ
ィ
ン
グ
・
エ
ン
ジ
ニ
ア
連
盟（FID

IC

）

発
行
の
も
の
で
用
途
に
よ
り
各
種
あ
り
ま

す
が
、
通
常
は
発
注
者
が
設
計
す
る
通
称

“Red
Book”

（
本
当
に
赤
い
外
装
本
）
を

使
用
し
、
日
本
の
国
際
協
力
機
構JICA

や
世
界
銀
行W

B

・
ア
ジ
ア
開
発
銀
行

A
D
B

融
資
の
工
事
で
は
こ
の
国
際
開
発

金
融
機
関M

D
B

版
が
使
わ
れ
ま
す
（
各

国
独
自
の
契
約
条
件
書
を
持
ち
、
こ
れ
を

使
用
す
る
場
合
も
あ
り
ま
す
）。

20
代
に
私
が
初
め
て
海
外
工
事
部
門
配

属
と
な
っ
た
と
き
、
先
輩
か
ら
言
わ
れ
た

の
は
、「
ま
ず
はFID

IC

を
し
っ
か
り
勉

強
せ
よ
」
で
し
た
。
最
初
の
赴
任
先
は
中

米
エ
ル
サ
ル
バ
ド
ル
の
国
際
空
港
土
木
工

事
で
国
際
建
設
契
約
や
ク
レ
ー
ム
に
関
す

る
参
考
書
を
米
国
か
ら
取
り
寄
せ
、
着
工

か
ら
竣
工
ま
で
常
に
傍
ら
に
置
い
て
い
た

も
の
で
し
た
。
そ
の
後
、
マ
レ
ー
シ
ア
の

火
力
発
電
所
建
設
土
木
工
事
に
赴
任
し
、

こ
こ
で
老
い
た
英
国
人
エ
ン
ジ
ニ
ア
か
ら

色
々
学
び
、
こ
の
竣
工
後
は
本
社
新
設
の

工
事
契
約
部
配
属
と
な
り
、
ス
リ
ラ
ン

カ
・
ラ
オ
ス
・
マ
レ
ー
シ
ア
・
イ
ン
ド
ネ

シ
ア
・
ト
ル
コ
・
ベ
ト
ナ
ム
・
コ
ロ
ン
ビ

ア
な
ど
の
ク
レ
ー
ム
支
援
を
し
ま
し
た
。

中
で
も
、
最
も
印
象
に
残
っ
た
の
は
、
ス

リ
ラ
ン
カ
の
灌
漑
用
水
路
建
設
工
事
で
の

ク
レ
ー
ム
処
理
で
、
こ
れ
に
つ
い
て
、
少

し
具
体
的
に
説
明
し
た
い
と
思
い
ま
す
。

ス
リ
ラ
ン
カ
の
マ
ハ
ベ
リ
開
発
プ
ロ
ジ
ェ

ク
トM

ahaw
eliDevelopm

ent
Project

は
、
農
業
開
発
・
入
植
政
策
・
雇
用
政

策
・
水
力
発
電
・
洪
水
対
策
を
目
的
と
し

て
、
１
９
７
９
年
か
ら
加
速
的
に
国
際
プ

ロ
ジ
ェ
ク
ト
と
し
て
取
り
組
ま
れ
、
日
本

も
そ
の
一
部
の
ダ
ム
・
灌
漑
用
水
路
の
建

設
に
携
わ
り
ま
し
た
。

私
が
関
与
し
た
の
は
、
日
本
政
府
（
当

時
のO

ECF：

海
外
経
済
協
力
基
金
）

のO
D
A

（
政
府
開
発
援
助
）
案
件
と
し

て
シ
ス
テ
ム
Ｃ
と
称
す
る
灌
漑
用
水
路
建

設
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
で
、
４
匹
の
ム
カ
デ
を

繋
げ
た
よ
う
に
全
長
約
126
㎞
の
工
事
は
４

工
区
に
分
か
れ
各
工
区
毎
に
約
定
完
成
工

期
が
与
え
ら
れ
、
水
路
構
築
に
原
野
を

掘
っ
た
り
盛
っ
た
り
し
、
法
面
は
張
り
芝

（
一
定
間
隔
に
あ
る
渡
橋
の
箇
所
は
コ
ン

ク
リ
ー
ト
張
り
）
と
い
う
、
構
造
的
に
は

決
し
て
困
難
な
工
事
で
は
あ
り
ま
せ
ん
。

し
か
し
、
１
９
８
３
年
６
月
着
工
し
約
定

工
期
４
年
か
ら
、
実
際
の
工
事
完
成
は
１

９
８
８
年
10
月
で
、
１
年
３
カ
月
の
遅
延

と
な
り
ま
し
た
。

こ
れ
は
何
故
か
？

最
大
の
原
因
は
、

水
路
を
切
り
盛
り
す
る
際
、
適
切
な
盛
土

材
料
が
予
想
し
て
い
た
（
土
取
場
）
範
囲

内
か
ら
得
ら
れ
な
か
っ
た
こ
と
。
切
土
材

や
近
く
の
土
取
場
か
ら
の
土
は
砂
質
土
で
、

盛
土
材
料
と
し
て
は
所
定
の
締
固
め
密
度

が
得
ら
れ
な
い
の
で
、
１
〜
２
㎞
先
か
ら

客
土（
土
を
ダ
ン
プ
等
に
て
運
ん
で
来
る
）

を
得
な
け
れ
ば
な
ら
な
か
っ
た
の
で
す
。

ま
た
、
一
部
コ
ン
ク
リ
ー
ト
張
り
や
橋
梁

工
事
に
必
要
な
コ
ン
ク
リ
ー
ト
粗
骨
材
と

し
て
の
岩
材
料
が
近
く
に
見
つ
か
ら
ず
、

Mahaweli Development
Project 全体計画図
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75
㎞
遠
方
よ
り
他
業
者
か
ら
購
入
し
た
り
、

35
㎞
先
の
原
石
を
得
た
り
、
と
苦
労
の
連

続
で
、
機
械
増
強
・
突
貫
工
事
と
工
事
施

工
に
全
力
を
注
ぎ
、
そ
の
苦
労
は
発
注
者

や
エ
ン
ジ
ニ
ア
に
高
く
評
価
さ
れ
て
い
ま

し
た
。

し
か
し
、
エ
ン
ジ
ニ
ア
会
社
（
日
本
）

か
ら
請
負
者
会
社
本
社
へ
「
よ
く
工
事
を

し
て
く
れ
て
い
る
が
、
ま
だ
ク
レ
ー
ム
書

が
一
通
も
出
て
い
な
い
が
？
」
と
声
が
か

か
っ
た
の
で
す
。

そ
う
し
て
、
当
時
マ
レ
ー
シ
ア
の
現
場

に
い
た
私
に
状
況
を
見
て
来
い
と
本
社
の

命
が
あ
り
、
現
場
に
入
っ
た
の
は
１
工
区

完
成
後
で
し
た
。
現
場
の
日
本
人
ス
タ
ッ

フ
は
海
外
工
事
経
験
者
が
少
な
く
、
基
本

的
な
契
約
管
理
体
制
対
応
が
為
さ
れ
て
お

ら
ず
、
契
約
書
一
式
が
揃
っ
て
い
な
い
、

英
文
レ
タ
ー
が
書
け
る
職
員
が
い
な
い
、

英
国
人
の
Ｑ
Ｓ（Q

uantity
Surveyor

）：

（
英
国
の
公
的
資
格
を
取
得
し
た
コ
ス
ト

積
算
・
査
定
・
請
求
な
ど
工
務
実
務
の
プ

ロ
）
が
一
人
常
駐
し
て
い
ま
し
た
が
、
日

本
人
ス
タ
ッ
フ
と
の
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ

ン
が
う
ま
く
取
れ
て
い
な
い
状
態
で
し
た
。

原
野
に
現
場
事
務
所
・
宿
舎
を
構
え
、
全

員
終
日
共
同
生
活
で
す
。
着
工
後
ま
も
な

く
発
令
さ
れ
た
外
出
禁
止
令
（curfew

）

や
異
常
降
雨
に
つ
い
て
は
通
知
レ
タ
ー
が

出
て
い
ま
し
た
が
、
こ
れ
ら
の
ク
レ
ー
ム

金
額
算
定
書
は
出
て
お
ら
ず
、
上
記
の
困

難
な
技
術
的
問
題
に
つ
い
て
は
、「
条
件

変
更
」
に
な
っ
て
い
る
こ
と
に
現
場
ス

タ
ッ
フ
が
誰
一
人
気
付
か
ず
、
ク
レ
ー
ム

通
知
レ
タ
ー
の
提
出
は
一
通
も
あ
り
ま
せ

ん
で
し
た
。

契
約
上
は
、Claim

notice
letter

が

適
切
に
出
さ
れ
て
い
な
い
と
ク
レ
ー
ム
権

利
は
喪
失
す
る
の
で
す
が
、
施
工
努
力
を

認
知
し
て
い
る
発
注
者
・
エ
ン
ジ
ニ
ア
は
、

そ
の
後
提
出
し
た
ク
レ
ー
ム
書
を
情
状
酌

量
で
受
け
取
っ
て
く
れ
、
結
局
１
・
２
工

区
取
り
纏
め
て
約
25
億
円
、
３
工
区
で
16

億
円
、
４
工
区
で
11
億
円
、
合
計
約
52
億

円
が
追
加
支
払
い
と
な
り
、
追
加
借
款
が

為
さ
れ
ま
し
た
。（
請
負
者
へ
の
支
払
い

が
認
め
ら
れ
ま
し
た
）

こ
こ
か
ら
学
ん
だ
こ
と
は
、

①
契
約
書
一
式
は
現
場
で
管
理
し
、
こ
れ

ら
に
手
を
入
れ
て
写
し
を
作
成
し
て
お
く
。

②
入
札
か
ら
契
約
締
結
・
工
事
立
ち
上
が

り
・
施
工
中
を
通
し
て
、
一
貫
し
て
契
約

管
理
担
当
者
を
常
備
す
る
（
Ｑ
Ｓ
を
雇
用

す
る
場
合
に
も
）。

③
ク
レ
ー
ム
は
契
約
上
の
当
然
の
権
利
で

あ
る
こ
と
を
根
底
に
、
技
術
者
・
事
務
担

当
者
間
の
良
い
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
を

樹
立
し
て
お
く
。

④
発
注
者
・
エ
ン
ジ
ニ
ア
（T

he
Engi-

neer

）
の
担
当
者
と
信
頼
関
係
を
早
期
に

確
立
し
維
持
し
て
ゆ
く
こ
と
、
な
ど
で
す
。

な
お
、
当
工
事
の
上
流
側
で
は
イ
タ
リ

ア
の
ク
レ
ー
ム
で
有
名
な
ビ
ア
ニ
ー
ニ
・

ラ
ボ
リ
社
が
施
工
、
担
当
し
た
エ
ン
ジ
ニ

ア
の
一
人
か
ら
聞
い
た
と
こ
ろ
、
彼
ら
は

ク
レ
ー
ム
で
き
る
も
の
は
、
施
工
中
に
ど

ん
ど
ん
ク
レ
ー
ム
し
て
く
る
、
と
の
こ
と

で
あ
っ
た
（
切
り
盛
り
の
繰
り
返
し
・
仮

設
道
路
切
り
回
し
・
岩
／
土
の
余
掘
り
等
、

と
に
か
く
施
工
数
量
の
増
ク
レ
ー
ム
）。

下
流
側
の
シ
ス
テ
ム
Ｂ
で
は
米
国
業
者
が

施
工
し
、
ク
レ
ー
ム
（
伐
開
除
根
・
盛
土

材
不
足
・
岩
掘
削
・
ア
ク
セ
ラ
レ
ー
シ
ョ

ン
等
）
に
よ
り
70
億
円
は
支
払
い
済
み
で
、

こ
れ
に
対
し
て
ス
リ
ラ
ン
カ
法
廷
は
仮
差

張り芝の法面水路（左）と渡橋部のコンクリート法張り部（右）

“システムＣ” 灌漑用水路建設プロジェクト全体計画域図
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止
め
命
令Interim

injunction

を
発
令

し
て
い
た
（
１
９
８
７
年
９
月
）。
両
者

と
も
灌
漑
用
水
路
は
全
線
コ
ン
ク
リ
ー
ト

張
り
で
し
た
。

上
記
の
例
で
は
、
エ
ン
ジ
ニ
ア
は
誠
に

あ
り
が
た
いFair

determ
ination

を
し

て
く
れ
ま
し
た
が
、
国
や
担
当
者
な
ど
に

よ
っ
て
は
、
必
ず
し
も
い
つ
も
そ
う
だ
と

は
限
り
ま
せ
ん
。

そ
の
よ
う
な
場
合
、
昔
は
請
負
者
と
し

て
は
仲
裁
や
裁
判
が
次
へ
の
道
だ
っ
た
の

で
す
が
、
現
在
のFID

IC
1999

年
版

（“N
ew
Red

Book”

）
で
は
紛
争
裁
定

委
員
会D

ispute
A
djudication

Board

（D
A
B

）（M
D
B
2010

年
版
で
はD

B

）

が
取
り
入
れ
ら
れ
て
、
第
三
者
的
な
立
場

か
ら
公
平
な
裁
定Im

partialdecision

が
下
さ
れ
る
シ
ス
テ
ム
が
取
り
入
れ
ら
れ

ま
し
た
。

日
本
で
もJICA

主
導
で
２
０
１
０
年

12
月
に
ア
ジ
ュ
デ
ィ
ケ
ー
タ
ー（A

djudi-
cator：

裁
定
者
）
養
成
ワ
ー
ク
シ
ョ
ッ

プ
が
開
か
れ
、
そ
れ
に
よ
り
現
在
日
本
の

N
ationalList

と
し
て
10
名
のA
djudi-

cators

が
登
録
さ
れ
て
い
ま
す
。

ま
た
、
日
本
の
建
設
会
社
を
会
員
と
し

て
海
外
活
動
を
支
援
す
る
「
海
外
建
設
協

会
」
で
は
、
協
会
編
纂
の
海
外
建
設
の
契

約
管
理
に
関
す
る
書
物
が
４
種
出
版
さ
れ

て
い
ま
す
の
で
、
関
心
の
あ
る
方
は
閲
覧

し
て
く
だ
さ
い
。私
と
し
て
は
、２
０
０
５

年
か
ら
こ
れ
ら
の
編
纂
に
関
わ
り
、
特
に

「
海
外
契
約
用
語
」
は
30
年
余
コ
ツ
コ
ツ

と
集
積
し
て
き
て
提
起
し
編
ま
れ
た
も
の

で
、
思
い
入
れ
の
強
い
一
冊
で
す
。
ま
た

ク
レ
ー
ム
講
習
会
な
ど
３
〜
４
回
／
年
の

講
習
会
を
毎
年
講
師
と
し
て
携
わ
っ
て
い

ま
し
た
が
、
コ
ロ
ナ
禍
の
た
め
、
全
て
中

止
と
な
っ
て
い
て
残
念
で
す
。

こ
れ
か
ら
海
外
工
事
に
挑
戦
し
よ
う
と

思
っ
て
お
ら
れ
る
方
は
、
先
ず
は
是
非

FID
IC

に
挑
戦
さ
れ
ん
こ
と
を
お
勧
め

し
ま
す
。

全線コンクリート張りとなった灌漑用水路法面
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